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項
番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

１ 資料３  「担保照会（ＩＡＳ）」業務の改善 

 意見なし。 提案どおり進めさせていただきます。 ２ 資料４  「為替レート照会（ＩＥＲ）」業務の改善 

３ 資料５  口座使用明細書の出力内容の見直し 

４ 資料６  リアルタイム口座振替完了通知書の改善 

（委員意見）（航空 通関・物流等ＷＧ委員）  
 ① 項目としてＡＷＢ欄も設けて頂きたい。（貨物番号の案内にＡＷＢ番号を使用
しており、問合せの多くがＡＷＢ番号である為） 
  
 ② 但し書きで追記されている、現在ＩＤＡ入力項目に検討中のセクションナン
バー（海上議案）があるが、この入力欄を使用するのであれば、法人番号で更に
桁数が増える税関発給コードなどの枝番の運用を取りやめて頂きたい。（税関発
給番号等が申告後訂正が出来ない項目の為） 
 
 ③ ＮＡＣＣＳセンターの案件ではないが、今後の運用において、リアルタイム口
座からの引き落とし時の記載事項に、申告番号など通関に係る情報を入れて頂く
ようお願いして頂きたい。理由としては輸入者から通関業者にどの申告分かわか
らず、引き落とし日と金額だけの情報で問合せが来ることがあるので改善をお願
いしたい。 

① ＡＷＢ欄の追加につきましては、他の
ご意見等を踏まえ、検討いたします。 
 
② 税関発給コード等の枝番の運用につき
ましては、必ずしも荷主セクションコー
ドと一致するものではなく、輸出入者の
管理の観点から必要なコードであるため
運用を取り止めることは困難です。 
 
③ 銀行の通帳に申告番号等一意の番号を
出力して欲しいとのご要望だと思われま
すが、ＭＰＮの仕様及び銀行システムへ
の影響から対応することは困難です。 

（委員意見）（航空 通関・物流等ＷＧ委員）  
  仕様変更提案には異論はないものの、本来不要な帳票と考えられ、許可書のみで
対応できる環境を整えるべきではないか。 

現在、当該通知書を必要としているご利
用者様もいることから、基本的には提案
どおり進めさせていただきます。 

（委員意見）（関係団体）（海上 通関ＷＧ委員） 
  通関業者がＮＡＣＣＳ専用口座からリアルタイム口座へ切り替える際に、領収書
に代わるものとして輸入許可通知書又はリアルタイム口座振替完了通知書になる旨
をＮＡＣＣＳセンター掲示板のお知らせに輸入者様宛へ掲載してほしい。 

現在ＮＡＣＣＳ掲示板において、輸入許
可通知情報及びリアルタイム口座振替完
了通知情報が口座利用実績を把握する事
が可能な資料であることを御案内してお
ります。 
（掲載場所） 
「掲示版ＴＯＰ⇒よくある問い合わせ⇒
リアルタイム口座に関する問い合わせ⇒
口座利用実績の確認方法」 

５ 資料７  見本持出関連業務の見直し＜３＞ 

 意見なし。 提案どおり進めさせていただきます。 
６ 資料８  「貨物情報照会（ＩＣＧ）」業務の改善 

７ 資料９  保税運送（市内運送）における価格入力 

８ 資料10  帳票出力日時の出力 

１．第14回WGにおける意見等報告（海上）－① 
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項
番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

９ 資料11 
 「輸入コンテナ引取予定情報通知 
 （ＩＤ通知）（ＲＳＳ０１）」業務 
 における通知先誤入力への対応 

（意見）（関係団体） 
  次期仕様で注意喚起メッセージを出力する条件③「船卸し前のコンテナが入力された場
合で、「積荷目録情報登録（ＭＦＲ）」業務等で登録されたコンテナオペレーション会社
と入力された通知先が異なる場合」について 
 
（a）このコンテナオペレーション会社名と実際蔵置するＣＹの名前は、誰が、どのタイ
ミングで、どの画面に入力するのかを明らかにして欲しい。 
 
（b）当該条件に該当するケースが多いことから、当該条件については、ワ―ニングの条
件から外してほしい。 
○ ワ―ニングが出ると、ＣＹ、船会社への電話等による確認作業が発生する。 
○ 波及する影響として、ワ―ニングが増えるとワ―ニング欄は縦に複数表示されるため、
スクロールしなければ本当に注意しなければいけないワ―ニングを見落とす可能性が
ある。 
 
 （c）①、②の条件は有効ですので、①、②の条件で検討をお願い致します。 

コンテオペレーション会社(利用者ＩＤ)はＭ
ＦＲ業務等にて入力されます。 
（入力者：船会社・船舶代理店） 
なお、上記の他にＲＳＳ０１の通知先となり
得るのは、保税運送後ＣＹＡ（ＣＹ搬入確認
登録）業務を実施した社の利用者ＩＤです。
（入力者：ＣＹ） 
 
注意喚起メッセージ③の条件のもと保税運送
が実施された場合等、ワーニングが出るケー
スが多いとのご意見を頂きましたので、③の
条件については見送ることと致します。 
 
また、以下の条件でワーニングを出力する方
向で検討させて頂きます。 
①運送中のコンテナが入力された場合 
②蔵置中のコンテナが入力された場合で、 
 当該保税地域を管理する利用者コードと 
 入力された通知先が異なる場合 

10 ー   マイナンバー（法人番号）に係る     対応 

（委員意見）（航空  更改専門部会委員） 
  ＮＡＣＣＳ更改と同じ平成29年10月に輸出入者符号をマイナンバーに切替えることは
以下のことから困難と考える。 
  
 ① 輸出入者が対応できるか 
  平成27年秋にマイナンバーが発行されてからの作業になり、ＮＡＣＣＳ更改まで２年
間しかない。 
  
   ② 通関業者が対応できるか 
  申告用の顧客データを各社持っていると思うが、更改前と更改後で簡単に切替えるこ
とができるか疑問がある。（通関業者に関しては、他にも問題が有ると考える。） 
  
   ③ 税関発給コードが思ったよりも増えていない 
  まだまだ、ＪＡＳＴＰＲＯコードの方が税関発給コードより断然多いのが現状である。
何故、税関発給コードへの切替えが進まなかったのか。 
 
提案であるが、平成27年秋から２年掛けて、ＪＡＳＴＰＲＯコードと税関発給コードに
マイナンバーを電話番号のように紐付けさせればよいのではないか。 

ご意見ありがとうございます。 
今後、関税局・税関からのご提案を待って、
検討いたします。 

（委員意見）（関係団体）（海上 通関ＷＧ委員） 
① これまでのＪＡＳＴＰＲＯ コード 及び 税関発給コード との紐付けはあるのか。 
② 現在、ＪＡＳＴＰＲＯコード 及び 税関発給コード で積み上げた実績はマイナンバー
に移行した場合に反映されるのか。 
③ 同荷主で、通常コードとＡＥＯ輸出コードで区別しているものがあるがどうなるのか。 
④支店コードで登録していたものはどうなるのか。 
⑤今回は法人番号の記載に関してのみで個人での輸入者は該当しないと考えてよいか。 

１．第14回WGにおける意見等報告（海上）－② 
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項
番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

11 ー  「輸入申告事項登録（ＩＤＡ）」業務   ＩＣ、ＩＳ、ＩＭ等全て 

（委員意見）（関係団体）（海上 通関ＷＧ委員） 
 繰返し部の課税価格（ＦＯＢ通貨コード）の入力を可能にしてほしい。 
現状、複数欄がある場合に運賃、保険、評価等の按分の必要がなくインボイス価格、通
貨をそのまま入力すれば良い欄もあるがＦＯＢ通貨コードの入力ができないため手計算
で日本円に換算してインボイス価格を入力している。 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご要望につきましては、外貨建ＦＯＢ価
格を日本円に換算する仕組みだけではな
く、輸入申告事項登録における申告価格
を算出する根幹部分の大規模な仕様変更
が必要であり、費用対効果の観点から対
応をしないことといたします。 

１．第14回WGにおける意見等報告（海上）－③ 
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